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緑化功労者表彰状、緑の募金感謝状をお贈りしました

緑化功労者岐阜県緑化推進委員会会長表彰を受けられた皆様

緑の募金感謝状を受けられた皆様

左から　栗谷本さん、仲谷さん、
　　　　髙橋さん、平岩会長
　　　　岩尾さん、栗本さん、細江さん

左から　ダイドードリンコ㈱、平岩会長、
　　　　中部事務機㈱、㈱大垣共立銀行

６月６日（月）に開催した公益社団法人岐阜県緑化推進委員会第１１回定時総会の席上で、
平岩正光会長（県議会議長）から表彰状並びに感謝状をお贈りしました。
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　　　　髙橋さん、平岩会長
　　　　岩尾さん、栗本さん、細江さん

左から　ダイドードリンコ㈱、平岩会長、
　　　　中部事務機㈱、㈱大垣共立銀行

６月６日（月）に開催した公益社団法人岐阜県緑化推進委員会第１１回定時総会の席上で、
平岩正光会長（県議会議長）から表彰状並びに感謝状をお贈りしました。

※状況により開催しない　可能性があります。

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

7月15日㈮
令和４年度
岐阜県森林研究所

「研究・成果発表会」

●内容：再造林に関する様々な課題（本誌17ページ
の研究コーナーを参照）について研究成果を紹介
します。

●時間：13:00～16:30（予定）
●参加料：無料
●申込方法の詳細は、右記の当所URLをご覧くだ

さい。
※都合により会場参加／Web参加人数を調整させ

ていただく場合がございます。予めご了承をお
願いいたします。

森林研究所
※会場参加と Web 参加があります。詳細
は当所の
URL： https://www.forest.rd.pref.gifu.
lg.jp/ をご覧ください。

E-mail：info@forest.rd.pref.gifu.jp
FAX：0575-33-2584 （TEL：33-2585）
住所：〒 501-3714 美濃市曽代 1128-1

7月16日㈯ 
8月21日㈰

森林文化アカデミー
オープンキャンパス

入学を検討している人を対象にオープンキャンパ
スを実施。
●時間：10:00~16:00
●参加料：無料
●事前申込：必要（募集定員　森と木のエンジニア
科　48人、森と木のクリエーター科　20人）
https://www.forest .ac. jp/admissions/
opencampus/から申し込んでください。

森林文化アカデミー

TEL：０５７５-３５-２５２５

7月29日㈮ 
7月31日㈰ 
8月12日㈮ 
8月21日㈰

スプーンクラブ

一般の人々に木工に親しんでもらう機会を作るた
め、月に3～4回程度、伐ったばかりの生木を斧や
ナイフで削る「グリーンウッドワーク」の手法でス
プーンを作る「スプーンクラブ」を実施する。

ぎふ木遊館

TEL：058-215-1515

8月4日㈭ 狩猟免許試験
（わな猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9：30～17：00
●申込：6/30～7/14
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは

右記にお問い合わせください。

岐阜県立森林文化アカデミー

各地域を所管する県事務所等、
または環境生活政策課
TEL：058-272-1111（内線 2701）

森林・林業関係イベントカレンダー（7～8月）

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ O58-272-8470 林政課まで

「第４期岐阜県森林づくり基本計画」を策定しました
今月号では、森林づくり基本計画の「林業・木材産業の振興」について、ご紹介します。
まず、１つ目の施策の柱とする「都市の木造化・脱炭素社会の実現に向けた県産材の需要拡大」では、建築物などへの県産材利用や、木質バイ

オマス利用を拡大し、都市の木造化・脱炭素社会づくりを推進します。主な取り組みとして、県民や民間企業の県産材利用に対する理解の醸成を
図るため、「（仮称）ぎふ木の国・山の国木材利用促進条例」の制定を目指します。また、非住宅建築物の相談窓口となる「（仮称）非住宅建築相
談センター」を設置するとともに、設計を担う建築士等を育成します。木質バイオマスの利用拡大では、発電施設への燃料材の安定供給や、商
業・観光施設等への木質資源利用ボイラー等の導入を支援します。
次に、２つ目の施策の柱とする「ＤＸの推進による林業・木材産業改革」では、木材サプライチェーンの構築、木材の安定供給と森林所有者へ

の利益還元を推進します。住宅の建築情報と原木や木材製品の生産・在庫情報を一元管理し、原木調達や木材の需給調整を円滑に行う「製品
流通デジタルプラットフォーム」を構築する団体を支援します。また、「森林クラウドシステム」を活用したデジタルデータによる木材生産計画の
策定や、路網設計システムの導入を促進するほか、高性能林業機械のレンタルや導入する林業事業体を支援します。

[主な目標指標]
・「非住宅施設の木造化及び内装木質化
　施設数200施設」
・「木材生産量６５万立方メートル」など

【林政課　村土秀巳】

（全４回）
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○木材利用を促進する条例の制定　○木材利用に対する理解醸成
○県産材住宅新築・増改築・リフォーム支援　
○木造建築物の設計や相談を担う人材の育成と活用　○「非住宅建築相談センター」の設置
○新工法・部材開発支援　○東濃桧･長良杉の販路拡大支援　
○ＶＲやＷＥＢによる販路拡大支援　○木質バイオマス発電施設への燃料の安定供給支援　
○木質バイオマスの熱利用の推進　○Ｊ－クレジット等の推進

○原木在庫情報のデジタル化と原木集荷システムの構築支援　
○原木のストックヤード整備支援　○製品の生産工程や在庫管理のデジタル化支援　
○製品寸法の規格化や製品倉庫整備の支援　○製材工場へのＩＣＴ・ＩｏＴ導入支援　
○木材の生産現場から製材工場への直送支援
○木材需要者と供給者による需給調整体制整備支援　
○製品流通デジタルプラットフォームの構築支援

○木材生産計画の策定支援 
○森林クラウドシステムによる高精度森林資源情報や伐採地情報の共有
○林道や作業道の整備促進　○路網設計システムの導入支援
○搬出ルートや出材量のシミュレーションの支援　
○木材生産情報の集約・共有システム導入支援　○高性能林業機械のレンタル・導入支援　
○通信技術の研究と導入支援　○ＩＣＴを活用した最適造材・仕分けの導入支援 　
○林業機械無人化技術の推進　

３  都市の木造化・
    脱炭素社会の
    実現に向けた
    県産材の需要拡大

４  DXの推進による
　 林業・木材産業改革

（１）需要に合わせ柔軟か
つ迅速に対応する木
材サプライチェーン
の構築

（２）木材の安定供給と森
林所有者への利益
還元

主な取組内容施策の柱

林業・木材産業の振興

県産材を活用した非住宅建築物
（製品保管倉庫）

デジタル総合住宅展示場

【林政課】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ｰ1111 内線（3025） 森林計画係まで

100年の森林づくり計画（森林配置計画）の
策定状況について

　岐阜県では、第３期岐阜県森林づくり基本計画において、望ましい森林配置への誘導や人工林の齢級構成の平準化を目指す「１００
年の森林づくり計画（森林配置計画）」の策定に取り組んできました。令和３年度末までに、市町村ごとに開催された地域検討会にお
いて、県下の地域森林計画対象民有林の全域（約６８．４万ha）について、「木材生産林」（主たる目的が木材の生産である森林）また
は「環境保全林」（水源涵養など公益的機能の高度な発揮を期待する森林）のどちらかに区分することについて合意形成され、この２
区分の配置計画は、策定目標値である１００％を達成しました（図１）。
　また、地域の特色や実情に合わせて上記２区分に重複して設定することができる、「観光景観林」（観光道路から眺望でき景観的価
値が高い森林）や「生活保全林」（集落や生活道路に隣接し住民生活を守るための森林）も策定しました。
　この配置計画の策定により、１００年先の望ましい森林の姿が明確となりました。今後は、それぞれの区分にふさわしい森林づくりを
促進していきます。

図１　森林区分の合意形成の状況

木材生産林
30.0%

環境保全林
70.0%

岐阜県の民有林
68.4万ha

（未立木地等を含む）

※③、④は①または②に含まれる

表  将来目標区分別の面積（令和3年度末現在）

将来目標区分
①木材生産林

②環境保全林

合　計
③観光景観林

④生活保全林

面　積
205,234.24ha

478,581.27ha

683,815.51ha

53,010.04ha

20,907.86ha
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3

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○木材利用を促進する条例の制定　○木材利用に対する理解醸成
○県産材住宅新築・増改築・リフォーム支援　
○木造建築物の設計や相談を担う人材の育成と活用　○「非住宅建築相談センター」の設置
○新工法・部材開発支援　○東濃桧･長良杉の販路拡大支援　
○ＶＲやＷＥＢによる販路拡大支援　○木質バイオマス発電施設への燃料の安定供給支援　
○木質バイオマスの熱利用の推進　○Ｊ－クレジット等の推進

○原木在庫情報のデジタル化と原木集荷システムの構築支援　
○原木のストックヤード整備支援　○製品の生産工程や在庫管理のデジタル化支援　
○製品寸法の規格化や製品倉庫整備の支援　○製材工場へのＩＣＴ・ＩｏＴ導入支援　
○木材の生産現場から製材工場への直送支援
○木材需要者と供給者による需給調整体制整備支援　
○製品流通デジタルプラットフォームの構築支援

○木材生産計画の策定支援 
○森林クラウドシステムによる高精度森林資源情報や伐採地情報の共有
○林道や作業道の整備促進　○路網設計システムの導入支援
○搬出ルートや出材量のシミュレーションの支援　
○木材生産情報の集約・共有システム導入支援　○高性能林業機械のレンタル・導入支援　
○通信技術の研究と導入支援　○ＩＣＴを活用した最適造材・仕分けの導入支援 　
○林業機械無人化技術の推進　

３  都市の木造化・
    脱炭素社会の
    実現に向けた
    県産材の需要拡大

４  DXの推進による
　 林業・木材産業改革

（１）需要に合わせ柔軟か
つ迅速に対応する木
材サプライチェーン
の構築

（２）木材の安定供給と森
林所有者への利益
還元

主な取組内容施策の柱

林業・木材産業の振興

県産材を活用した非住宅建築物
（製品保管倉庫）

デジタル総合住宅展示場

【林政課】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ｰ1111 内線（3025） 森林計画係まで

100年の森林づくり計画（森林配置計画）の
策定状況について

　岐阜県では、第３期岐阜県森林づくり基本計画において、望ましい森林配置への誘導や人工林の齢級構成の平準化を目指す「１００
年の森林づくり計画（森林配置計画）」の策定に取り組んできました。令和３年度末までに、市町村ごとに開催された地域検討会にお
いて、県下の地域森林計画対象民有林の全域（約６８．４万ha）について、「木材生産林」（主たる目的が木材の生産である森林）また
は「環境保全林」（水源涵養など公益的機能の高度な発揮を期待する森林）のどちらかに区分することについて合意形成され、この２
区分の配置計画は、策定目標値である１００％を達成しました（図１）。
　また、地域の特色や実情に合わせて上記２区分に重複して設定することができる、「観光景観林」（観光道路から眺望でき景観的価
値が高い森林）や「生活保全林」（集落や生活道路に隣接し住民生活を守るための森林）も策定しました。
　この配置計画の策定により、１００年先の望ましい森林の姿が明確となりました。今後は、それぞれの区分にふさわしい森林づくりを
促進していきます。

図１　森林区分の合意形成の状況

木材生産林
30.0%

環境保全林
70.0%

岐阜県の民有林
68.4万ha

（未立木地等を含む）

※③、④は①または②に含まれる

表  将来目標区分別の面積（令和3年度末現在）

将来目標区分
①木材生産林

②環境保全林

合　計
③観光景観林

④生活保全林

面　積
205,234.24ha

478,581.27ha

683,815.51ha

53,010.04ha

20,907.86ha
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多発する山地災害への備え
　例年７月を迎える頃から、全国各地で集中豪雨や大型台風による甚大な被害が発生しています。岐阜県に
おいては、令和3年8月11日から続いた記録的な大雨により東濃・飛騨地域を中心に多大な被害が発生しま
した。
　このような被害を軽減するため、県では、地形や地質から見て山くずれや土石流の危険度が高く、人家や
道路へ直接影響が大きい箇所を山地災害危険地区として、重点的に治山事業を進めています。
　また、災害による人的被害をなくすためには、自分の身は自分で守るという自助や共助の取組が重要とな
ります。県民の皆様には、山地災害が発生する前にぜひ、自宅周辺など
の山地災害危険地区や避難所を確認するなど、早めの備えをお願いし
ます。

　山地災害危険地区の位置は、県域統合型GISからご覧になれます。
（https://gis-gifu.jp/gifu/portal/index.html　より、
「山地災害危険地区」で検索）

山地災害防止 標語 及び 写真コンクール
　林野庁、県及び市町村が一体となって実施している山地災害防止キャンペーン

（５月２０日～６月３０日）の関連行事として、「山地災害防止　標語及び写真コン
クール」が、一般社団法人 日本治山治水協会の主催で実施されています。
　今年度も、山地災害防止に係る標語と写真作品を募集しています。（締切９月
30日（金）当日消印有効）
　毎年作成される山地災害防止キャンペーンポスターは、このコンクールで最優
秀賞に選ばれた作品が採用されることもあります。
　多くの方からの応募をお待ちしています。

〒100-0014　東京都千代田区永田町2-4-3　永田町ビル４階
（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係　TEL：03-3581-2288  FAX：03-3581-1410

【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

2022（令和4）年度

【森林保全課　治山係】

令和４年度
山地災害防止キャンペーンポスター
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林業関係広報コンクールホームページ部門の奨励賞を受賞しました。

公益社団法人　岐阜県森林公社　森のジョブステーションぎふ
TEL 0575-33-4011（代表）　URL：https://m-job.net/    森ジョブHPへ

　先に開催された、全国林業改良普及協会主催の第55回（令和3年度）林業関係広報コンクールにおいて、公益社団
法人岐阜県森林公社「森のジョブステーションぎふ」がホームページ部門（応募総数11点）の奨励賞を受賞しました。
　森のジョブステーションぎふは、平成30年に無料職業紹介所の開設許可を取得し、岐阜県から指定を受けていた
「岐阜県林業労働力確保支援センター」の機能と組織を拡充する形でスタートしました。
　業務は、無料職業紹介、林業就業促進のための就業相談・普及啓発活動、新規就業者の定着支援、森林技術者の育
成研修等を行っています。
　特に、林業に特化した無料職業紹介を実施するにあたり、わかりやすいホームページ作りを通じた情報発信を心掛
けています。コンクールの審査委員会からは、下記の講評をいただきました。みなさん、ぜひ、森のジョブステーション
ぎふのホームページをご覧ください。

【審査講評】
　就業への流れ、相談方法とそれへのアクセス、事例紹介等がしっかりできています。オンライン相談のバナーがトッ
プページの上にあるのは良いです。ブログも毎月更新されていますし、取材記事の「森のしごとストーリー」も充実して
います。動画で見る森のしごとも配信されています。

森のジョブステーションぎふ　ホームページ 就業相談会 フォレストワーカー集合研修

森ジョブが

お問い合わせ：森林活用推進課　森林活用係　TEL：058-272-8472　FAX：058-278-2702　E-Mail：c11513@pref.gifu.lg.jp

（ぎふ木育ＷＥＥＫ2022）を開催
～ぎふの木に触れ・森で遊び・森の大切さを知ろう～

「山の日フェスタぎふ2022」

県では、８月の「ぎふの山に親しむ月間」に合わせて、ぎふの山や自然を知り、
親しむ「山の日フェスタぎふ2022」（ぎふ木育ＷＥＥＫ2022）を開催します。

期 間

会 場

令和４年８月６日（土）～１２日（金）
ぎふ木遊館、森林総合教育センター（ｍｏｒｉｎｏｓ）

主 催 岐阜県、（公社）岐阜県山林協会、岐阜県森林組合連合会、岐阜県木材協同組合連合会、
（公社）岐阜県緑化推進委員会

開 催 内 容
（予定）

●サマーフェスタ（８月６日（土） 会場：ぎふ木遊館）
●森のプレーパーク（８月６日（土） 会場：ｍｏｒｉｎｏｓ）
●パネル展示、緑化運動ポスターコンクール入賞作品の展示（８月６日（土）～１２日（金））
●スタンプラリー（８月６日（土）～３１日（水））

●ぎふ木遊館とｍｏｒｉｎｏｓに設置しているスタンプをいずれも押した台紙を応募していただいた
　先着150名様に対し、景品（木のおもちゃ）をプレゼント（郵送）します。
●スタンプラリー台紙は、ぎふ木遊館、ｍｏｒｉｎｏｓで配布します。
●ぎふ木遊館は、予約制（有料）です。右記二次元コードからご予約ください。 ぎふ木遊館
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

カラスビシャク
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夏
至
か
ら
数
え
て
11
日
目
、
陽
暦
の

7
月
2
日
は
七
十
二
候
の
1
つ
「
半
夏

（
は
ん
げ
）ま
た
は
半
夏
生（
は
ん
げ
し
ょ

う
）」
と
言
い
ま
す
。

　

昔
は
田
植
え
の
最
終
目
安
を
「
半
夏

生
」
ま
で
と
し
て
い
た
地
域
も
多
く
、

半
夏
生
を
過
ぎ
て
か
ら
田
植
え
を
し
て

い
て
は
例
年
の
半
分
し
か
収
穫
が
見
込

め
な
い
と
し
て
、
半
夏
よ
り
前
に
田
植

え
を
終
え
よ
と
い
う
意
味
で
「
半
夏
半

毛
」、
す
な
わ
ち
ハ
ン
ゲ
ハ
ン
モ
ウ
と
ハ

ン
ゲ
ハ
ン
ゲ
の
語
呂
合
わ
せ
で
言
い
伝

え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
半
夏
に
は
ハ
ン
ゲ
と

い
う
毒
草
の
影
響
で
「
天
か
ら
毒
が
降

る
」
と
し
て
、
野
菜
の
収
穫
を
控
え
る

地
域
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ハ
ン
ゲ
と
は
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
の
日
当
た
り
の
良
い
畑
な
ど
で

見
ら
れ
る
サ
ト
イ
モ
科
ハ
ン
ゲ
属
の
カ

ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
（P

inellia ternata

）

の
こ
と
で
す
。
球
茎
か
ら
長
い
葉
柄
の

あ
る
3
つ
に
分
か
れ
た
葉
を
出
し
、
6

月
～
8
月
に
は
葉
と
は
別
に
地
中
か
ら

高
さ
20
～
40
㎝
に
も
な
る
花
茎
を
伸
ば

し
ま
す
。

　

花
は
多
く
の
サ
ト
イ
モ
科
植
物
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
仏
炎
苞
（
ぶ
つ
え
ん
ほ

う
）
が
あ
り
ま
す
。
仏
炎
苞
と
は
仏
像

の
背
後
の
光
を
表
す
飾
り
を
象
っ
た
よ

う
な
苞
で
、
花
は
仏
炎
苞
に
被
わ
れ
て

目
立
た
な
い
た
め
、
臭
い
で
ハ
エ
の
仲

間
を
誘
き
寄
せ
て
受
粉
し
ま
す
。

　

和
名
の
「
烏
柄
杓
」
は
仏
炎
苞
の
一

部
が
黒
色
で
、形
が
水
を
汲
む
柄
杓
（
ひ

し
ゃ
く
）
に
似
て
い
る
た
め
、
カ
ラ
ス

色
の
柄
杓
も
し
く
は
カ
ラ
ス
の
使
う
柄

が
、
生
薬
と
し
て
の
有
効
成
分
は
判
然

と
し
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
乾
燥
さ
せ

た
球
茎
に
は
、
目
に
見
え
な
い
ほ
ど
小

さ
な
針
状
の
蓚
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
結
晶

が
付
着
し
て
い
る
た
め
、
生
薬
を
加
工

す
る
過
程
で
こ
の
結
晶
に
よ
る
皮
膚
炎

が
発
生
す
る
ほ
ど
、
取
り
扱
い
が
難
し

い
生
薬
と
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
畑
の
雑
草
と
し
て
目
の
敵

に
さ
れ
る
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
で
す
が
、

現
在
で
も
中
国
な
ど
か
ら
大
量
に
輸
入

さ
れ
て
い
る
生
薬
な
の
で
す
。

杓
の
意
味
で
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

別
名
に
ヒ
シ
ャ
ク
シ
ョ
ウ
ナ
カ
セ（
柄

杓
商
泣
か
せ
）、カ
ラ
ス
ノ
オ
キ
ュ
ウ（
烏

の
お
灸
）
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
好
き

な
別
名
は
ヘ
ソ
ク
リ
で
す
。
昔
、
農
家

の
主
婦
が
畑
の
草
取
り
の
合
間
に
、
カ

ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
の
球
茎（
塊
茎
）を
集
め
、

薬
屋
に
売
っ
て
ヘ
ソ
ク
リ
を
貯
め
た
こ

と
が
由
来
と
さ
れ
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
の
球
茎
は
外
皮
を

剥
い
で
乾
燥
し
た
の
は
生
薬
で
「
半
夏
」

と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
痰
を
切
り
、
咳

を
止
め
、
吐
き
気
を
抑
え
、
妊
婦
の
つ

わ
り
止
め
や
車
酔
い
に
用
い
ら
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
10
月
ご
ろ
に
球
茎
を
採

取
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
古
い
文
献
に
よ
れ
ば
産
地

は
岐
阜
、
長
野
、
新
潟
、
神
奈

川
と
あ
り
、
特
に
神
奈
川
県
三

浦
半
島
の
も
の
は
「
三
浦
半
夏
」

と
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
半
夏
に
は
ア
ミ
ノ
酸
類

や
シ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
ス
テ
ア
リ

ン
酸
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

▲小さいながらも仏炎苞が明確なカラスビシャク
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　数年前から年金生活となった私。時間がある。好きな事が出
来る。大喜びしたが、厳しい現実。体力、気力、根気がなくなる。
前のように作業が出来ない。いらいらする。すぐにテレビのスイッ
チ。時々、今日は何月何日何曜日なのか、すぐに出てこない。
ボケの始まり。心配になる。しかし、「俺もだ」と同級生。ほっ
とする。こんな日々の連続だ。それが令和４年５月９日。この日
はすぐにわかった。私の７９回目の誕生日だからだ。もう79か。あっ
という間だったなあーと複雑な気持ち。しかし、この日はいつも
のダラダラ生活とは違い、思い出に残る一日であった。これは
神様からの誕生日プレゼント。そんな気がした。たまたまこの日
は岐阜県林友会岐阜支部の役員会。３年ぶりの開催だ。コロナ
で中止されていたからである。まず驚いたのは故人となった方
の多かったこと。「え！あの人が」「いつ、何処で。」こんな会話
があちこちから聞こえてきた。会員はほとんどが70歳以上。し
かも３年間分の死者数なのでいつもより多かったのである。この
ため、懇親会だけは毎年開くべきだという意見が多かった。会
員はすべて高齢者なので、いつ何が起きるかわからないからだ
というのが理由だ。高齢者か。自分では若いつもりでも79だか
らなあー。またまた複雑な気持ちになった。これ以外の議題は
異議なし、異議なしで。あっという間に終了。これはいつもの
高齢者の会議であった。

×　　×　　×　　×
　この後、本紙の発行責任者のＳ氏を訪ねた。「山のおじゃまむ
し（山虫）」は30年書き続けたので終わりにしたいとの相談だ。
と言うより、私自身の気力の萎え。書き始めても集中できないし、
根気がなくなったからである。するとＳ氏は、「書くべきですよ。
それが貴方の生きがいでしょ」。そして「山虫を書かなくなれば
腑抜け人間、ただの人ですよ」と言われた。この一言で目覚めた。
そのとおりだ。確かに自分でも「これなら」という原稿が完成
した時の喜びと爽快感。言葉では言い表せない。これがあるか
ら書き続けたのだ。改めて思った。しかし、書く時の苦しみ。
これもきつい。特に原稿のネタさがしに苦労する。私は原稿を
書いても読んでもらえなければただの紙だと思っている。それ
で私が経験したことを書けば読者も興味を持つだろうと書いて
きた。これを忘れていた。もう一度初心に戻って挑戦しよう。
まず、気力の萎え。これを追い払わなければ。

×　　×　　×　　×
　我が家の孫たちはトカゲ（カナヘビ）を飼っている。餌は生
きている小さな昆虫やくもなど。これを捕えてきて与えるのが
私。孫たちは観察して、その様子を話してくれる。「一番好きな
のは細長い幼虫で、次はクモだよ」「嫌いなのはコガネムシやテ

ントウムシ、カミキリムシだよ」「ミミズも食べていたよ」など
いろいろ話してくれる。私の知らないことが多いので聞くのが
楽しみだ。話してくれる孫たちの姿。心が和んでくる。だから
餌とりはまったく苦にならない。喜んで出かけている。餌とりは
三日おき。今日はその日だ。いつもの場所へ出かけた。しかし、
いつものように採れない。捕虫網で草木をすくった。その時、
きれいなカミキリムシが採れた。ミドリカミキリだった。大きさ
は３cm、細長い体。これならト
カゲは食べるかも知れない。与
えてみよう。一方では標本にし
ようとも思った。どちらにしよう
と迷ったが、トカゲの餌に。そ
れはマニアの昆虫標本を引き受
けるところがないので、高齢者
の私が今更標本を増やす気には
ならなかったのである。やはり
７９の私には高齢者という言葉が
付きまとうようだ。

×　　×　　×　　×
　帰宅したら、私に手紙が届いていた。高校で同じクラスだっ
た女性のＮＹさんからであった。すぐに学生時代の顔が目に浮か
んできた。ご主人と３８年間開いていた薬局を閉局したとの案内
であった。そんなに長く開いていたのか。ご苦労様と労をねぎ
らった。考えれば彼女も７９才。高齢が原因だろうと思った。電
話をかけた。「Ｙですがどちら様でしょうか。」上品な声が聞こえ
てきた。「同級生の野平ですが。」すると「なに！野平さん。久し
ぶりやなあー。元気かな。」と当時話していた飛騨弁の声。「薬
局やめたんやって」「そうなんやさー。すぐに体がてきのうなる
んで、無理なんやさあー。」この後も飛騨弁交じりの話しで盛り
上がった。彼女とは同窓会で数回会っているが、どんな顔だっ
たか思い出せない。それが、高校生時代の顔ははっきり覚えて
いるのだ。色白で目のぱっちりした女学生。あの顔は忘れるこ
とができない。今思えば、私の初恋。そんな気がして笑えてくる。
しかし、今はどんな顔なのか。おばあさんには間違いないが、
想像できない。悲しい報告もあった。それはＡＳさんが急死さ
れたとのこと。しかも、ご主人を亡くし一人暮らしだったので、
見つかったのは一週間後だったという。誰にも看取られることも
なく天国へ向かった彼女。胸が痛んだ。これが今日一日の出来
事。しかし、どれも高齢者がらみのことばかり。またまた複雑
な気持ちになった。

－高齢者、ミドリカミキリ－ 【第372回】

▲餌として与えたミドリカミキリ
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通信

＜郡上市展＞　会期：4/22～5/19

　ぎふ木遊館のギャラリーでは、県内各地の「ぎふ木育」の取組や、その背景となる自然を紹介するギャラリー企画展を開催しています。

　郡上市では、新生児に市内産の木のおもちゃのカタログギフトをプレゼントする事業を実施しており、その対象のおもちゃを展示
して、来館者に触れてもらいました。カタログには、郡上市内のおもちゃ製造事業者の写真や想い、実際に使用したお母さんのレ
ビューなどが掲載されており、木の温かみとともに、人の温かみも感じられる取組です。
　また、市の重要無形文化財に指定されている「郡上本染」の展示（協力：郡上本染渡辺染物店）により「ジャパンブルー」と評され
る藍色が館内を彩りました。木育ひろばの天井には、郡上の冬の風物詩吉田川での寒ざらしで色鮮やかに仕立てられた郡上本染の
こいのぼりが設置され、来館する子どもたちの端午の節句をお祝いしました。

＜美濃加茂市 里山千年構想 企画展＞　会期：5/21～6/10
　美濃加茂市では、「里山千年構想」を掲げ、里山の整備、整備後の里山空間の活用、資源としての活用につながる様々な取組
を実施することで、将来にわたり持続可能な里山づくりを目指しています。その取組で生まれたアベマキを使った多種多様な製品
（おもちゃ、ボールペン、置き時計、カトラリー、学童机、スツール、アベマキ染めTシャツなど）を展示するとともに、取組の背
景や過程を収めた映像作品をモニターで流しました。
　また、5月21日は、企画展に関連して、美濃加茂の里山の木を使った３つの木育プログラム「ナイフを使ってキノコを作ろう」「木
工旋盤でつくる、里山の一輪挿し」「木のオリジナルブレンドコーヒーを作ろう」を開催しました。子どもから大人まで、幅広い世
代に興味をもってもらう切り口で企画されたプログラムは、参加者の満足度も高く、里山の木の魅力と可能性を感じてもらう機会
になったと思います。
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　所　時　間

定　休　日

こうしたプログラムはmorinosのHPで開催をお知らせしています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。興味を持ってくださっ
た方は、morinosのホームページ、動画YouTubeをご覧ください。

【「そもそも帰化植物とは何か」について説明する柳沢教授】 【植物探し】 【外来植物のニワゼキショウ】

【図鑑を使って原産国を調べる】 【外来植物どこからきたの？】

岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介します！

＜アカデミー教員プログラム　「帰化植物を見つけて調べちゃおう」＞
morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。今回ご紹介するのは、植物生態学が専門で、アカデ

ミー開学以来のベテラン教員である柳沢直教授と一緒に、初夏のmorinos周辺を歩いて外来植物（帰化植物）を探すプログラム
です。

日本全土に約6000種あると言われる植物たち。そのうち元々日本に暮らしていた植物を在来植物といいます。記録がはっきり
している明治時代以降の日本で、野生で勝手に育つようになったものを帰化植物と言い、全体の２割以上にあたる1300種もある
と言われています。

春から初夏に見られる代表的な例では、セイヨウタンポポ・ヒメオドリコソウ・オオイヌノフグリがありますが、これらは元々日
本にはなかった帰化植物なのです。morinos周辺を散歩しながら、柳沢さんの植物愛あふれるトークと外来植物（帰化植物）の観
察と採取を通して、知られざる植物と人間との関わりを探りました。

　
帰化植物の概要を知った後は、柳沢教授と一緒に帰化植物探しをスタート。オオイヌノフグリやオランダミミナグサ、ニワゼキ

ショウなど、足元の草花の多くが帰化植物であることが分かりました。トンネルを抜けて国道沿いの歩道を探すと、アスファルト
の隙間にセイヨウタンポポやヒメジョオン、セイタカアワダチソウ等がびっしり生えていました。

昼食後、帰化植物図鑑を使って見つけた植物がどこから来たのか、原産国を調べました。
ホワイトボードに世界地図を描き、地域別に見つけた種数を記入すると北米とヨーロッパ原産の植物が多いことが分かりまし

た。柳沢先生曰く、「帰化植物は物資の運搬に伴って持ち込まれることが多い。日本と経済的につながりが深いため、北米とヨー
ロッパ原産が多いのだろう。今は中国やアジアとの関わりが強くなっているため、アジア原産の帰化植物が増えるかもしれない。」
とのこと。

帰化植物や外来植物というと、在来種を脅かす厄介者のイメージが強いのですが、柳沢先生は「これだけ自由貿易が広がって
いる中で、植物が入ってくるのは仕方ない。一方で、植物に罪はなく、適切に対処することが大切。帰化植物を知ることで人間の営
みを知ることができる。」と、植物に対する愛情を熱く語っていただきました。
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中
濃
農
林
事
務
所　

林
業
課

森
林
基
幹
道「
中
美
濃
線
」が
全
線
開
通
し
ま
し
た

終点

始点

森森林林基基幹幹道道  中中美美濃濃線線

瓢瓢ヶヶ岳岳

高高賀賀山山

今今淵淵ヶヶ岳岳

ふふくくべべのの森森

郡郡
上上
市市

関関
市市

美美
濃濃
市市

林道　中美濃線
美濃中央高原整備推進協議会

開通記念パンフレット掲載写真より

林道　中美濃線
美濃中央高原整備推進協議会

開通記念パンフレット掲載写真より

林道　中美濃線
（特非）杣の杜学舎撮影

森林教室

　岐阜県では、森・里・川・海での自然体験や保全活動を通じて、流域のつながりや環境問題について親子で考え、
環境にやさしい行動を学ぶ環境学習ツアーを実施しています。ぜひご参加ください。

●その他のお問い合わせは TEL 058-272-1111 内線（2697） 岐阜県脱炭素社会推進課教育普及係まで

清流ミナモ

令和4年度 清流の国ぎふ
脱炭素から始まるREBORN 親子環境学習エコツアー

はざこ探検 リサイクルセンター見学

ツアーの参加申し込みはWEBのみ（先着順）
右記２次元コードよりお申し込みください。

ツアーのお問い合わせは （株）日本旅行　岐阜支店　
　TEL058-265-7501（月・火・金・土12:00～17:00）

こちらの記事は募集記事ではございません。
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【令和4年度ツアー（予定）】
連番 実施日 コース名 対象年齢 プログラム 主な行先 予定参加費/人

夏

01 7/23
（土）

山の先生同行ツアー
森にはどんな働きがあるのかな？飛騨川流域の森で
「川遊び・土遊び・木遊び」

小学１年生
以上 ①自然体験交流 下呂市 大人 3,150円

小人 3,150円

02 7/30
（土）

森林のすごさを体験しよう！神聖な裏木曽古事の森ガ
イドウォークと小水力発電所見学

小学１年生
以上

②環境配慮行動
実践 中津川市 大人 4,000円

小人 4,000円

03 7/31
（日）

清流長良川あゆパークでわくわく体験！鮎のつかみ取
り体験とドキドキ長良川調査！

小学１年生
以上 ①自然体験交流 郡上市 大人 4,800円

小人 2,500円

04 8/6
（土）

みんなで水環境を守ろう！絶滅危惧種「ハリヨ」の見
学と廃油せっけんづくり

小学１年生
以上

②環境配慮行動
実践

大垣市
安八郡輪之内町

大人 2,550円
小人 2,550円

05 8/8
（月）

気分は大学生♪大学生と一緒に地球問題を考える水生
生物観察会とドキドキ横山ダム堤内見学

小学１年生
以上

②環境配慮行動
実践

揖斐郡揖斐川町
岐阜市

大人 2,450円
小人 2,450円

06 8/11
（祝・木）

マイクロプラスチックゴミってなんだろう？藤前干潟
クリーンアップ活動と名古屋港水族館バックヤード見
学

小学１年生
以上 ①自然体験交流 愛知県名古屋市 大人 4,100円

小人 3,100円

07 8/27
（土） 

森と川の繋がりを感じてみよう！ひるがの分水嶺ガイ
ドウォークと白山ユネスコエコパークシャワークライ
ミング体験

小学３年生
以上 ①自然体験交流 高山市

郡上市
大人 6,650円
小人 6,650円

08 8/28
（日） 

「はざこ探検」って何だろう？生き物博士と探す「国
の特別天然記念物オオサンショウウオ」

小学１年生
以上 ①自然体験交流 郡上市 大人 4,650円

小人 4,650円

秋 現在準備中です。県のホームページ等で確認してください。

冬 現在準備中です。県のホームページ等で確認してください。

※参加対象者は、岐阜県内にお住まいの小・中学生と同伴の保護者（18歳以上の方）です。
　お子様のみのご参加はできません。必ず保護者同伴でお申し込みください。
　食物アレルギーがある場合は、申込時にご連絡ください。
※プログラムについて
　　①自然体験交流　　 ：自然体験交流要素が強いプログラムです。（小学１～４年生におすすめ）
　　②環境配慮行動実践：環境学習要素が強いプログラムです。　　（小学５年生以上におすすめ）
※新型コロナウイルス感染予防対策を徹底したうえで催行します。
※コロナ感染拡大防止の為、プログラム内容の変更、ツアー中止となる可能性がありますのでご了承願います。
※６月 24 日（金）12 時から募集を開始しており、先着順のため、受付を終了している場合があります。
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【森林経営課　江﨑 陽介】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（3195） まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

3
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

環境保全林整備事業
【事業概要】　
　森林所有者による森林整備の実施が困難な水源地域や渓流域、急傾斜地等の森林について、水源涵養、水質浄化、
土砂流出防止、生物多様性保全などの森林の持つ多面的機能の維持・向上・回復を目的とする水源涵養等保全林の整
備を進めます。また、人里に近い里山林について、快適環境形成や保健・文化などの機能の維持・向上・回復を目的
とする生活保全林等の整備を進めます。
　森林所有者と事業実施者、市町村が本事業の実施に合意し、三者で協定を締結し事業者が間伐を実施する場合、県
は森林整備に係る費用等を助成しています。

【補助対象者】
　市町村、森林組合、生産森林組合、森林組合連合会、森林整備法人、林業事業体、特定非営利活動法人　等

【補助率】　
　10／ 10　（上限あり）

【水源涵養林等整備の事業内容】
　●除伐（５齢級以下の林分）
　　　不用木の除去、不良木の淘汰
　●間伐（12齢級以下の林分）
　　　不用木の除去、不良木の淘汰
　●更新伐（18齢級以下の林分）
　　　不用木の除去、不良木の淘汰、支障木やあばれ木等の伐倒
　●国土強靭化間伐
　　　（概ね10年間間伐履歴がない渓畔林で13齢級以上18齢級以下）
　　　不用木の除去、不良木の淘汰
　●関連条件整備

【生活保全林等整備の事業内容】　≪令和４年度：新規≫
　●不用木の除去
　　　不用木や不良木、支障木の除去や淘汰
　●修景等環境保全
　　　枯損木等の除去、枝葉の除去、下草刈り等の林床整備
　●森林業害虫の防除
　　　被害木の伐倒、薬剤処理、破砕、搬出運搬等
　●放置竹林の整備［管理がなされず過密な竹林］
　　　伐倒、林内整理（枝払い、集積）

【効果】
　間伐を実施した箇所について、モニタリング調査を実施した
結果、形状比（樹高÷胸高直径）の改善が見られたほか、下層
植生被覆率（地表から高さ50cm以下の植物が地面を覆ってい
る割合）が施業直後と比較して増加しており、地面には雨水に
より削られた跡も少ないことから、降雨による土砂の流出が防
止され、水源涵養機能も高まりつつあるものと考えられます。

【これからの取組み】
　清流の国ぎふ森林・環境基金事業の第３期（令和４年度～令
和８年度）には、10,500ha（2,100ha/年）を目標に、引き
続き環境保全林の間伐を推進します。

【林内の様子】

【樹冠の様子】

実施前 実施後

実施前 実施後

【圏域別実施面積】
（水源涵養林等整備）

平成24年度～令和３年度

岐阜
3,737ha

西濃
2,833ha

中濃
6,754ha

東濃
4,007ha

飛騨
3,785ha

主伐・再造林の推進について
～「脱炭素社会に貢献する森林づくり」～

　また、本年度から新たに下記の施策を開始し、主伐・再造
林の取り組みを強化します。

●適正な伐採や植栽等を進めるため「主伐・再造林推進ガイ
ドライン」を作成し普及
●「主伐・再造林推進ガイドライン」に基づき実施する再造林
等への支援強化
・森林経営計画が認定された木材生産林については、森林
整備事業における再造林や下刈り等保育の補助率85％に
10％上乗せして95％を支援【再造林加速化促進事業】　
・森林経営計画が認定されていない環境保全林については、
被災森林の伐採や早生樹等による植栽等を支援【脱炭素
社会に貢献する森林づくり事業】

　主伐・再造林を進めるためには、森林所有者・伐採事業
者・造林事業者のみなさまの連携・協力が不可欠です。
　今後も、県では市町村と連携しながら、主伐・再造林へ
の支援を強化していきますので、何卒よろしくお願いいた
します。

　本年度から始まった第４期岐阜県森林づくり基本計画において、令和８年度における人工造林面積の目標を
1000haに設定しています。関係者が一丸となって、目標達成に向け、主伐・再造林を積極的に進めることとして
います。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8490 森林経営課まで

R4

300人工造林面積（ha）

R5

400

R6

600

R7

800

R8

1000

民有林人工林齢級別面積分布

再造林地
（植栽＋獣害対策）

早生樹（コウヨウザン）

若い森林が
少ない

　近年、地球温暖化が一因と思われる豪雨災害
が増えており、今後も様々な影響が懸念されてい
ます。このような中、政府は令和２年度に「2050
年カーボンニュートラル」を表明しました。
　この実現のためには、森林が持つ二酸化炭素
吸収機能が需要な役割を担っています。　　
　しかし現状では、森林の高齢級化に伴い、森林
の持つ二酸化炭素吸収量は減少傾向にあるとさ
れていることから、森林の若返りを図るための主
伐・再造林が必要となっています。 （「岐阜県森林・林業統計書」より）
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【森林経営課　江﨑 陽介】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（3195） まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

3
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

環境保全林整備事業
【事業概要】　
　森林所有者による森林整備の実施が困難な水源地域や渓流域、急傾斜地等の森林について、水源涵養、水質浄化、
土砂流出防止、生物多様性保全などの森林の持つ多面的機能の維持・向上・回復を目的とする水源涵養等保全林の整
備を進めます。また、人里に近い里山林について、快適環境形成や保健・文化などの機能の維持・向上・回復を目的
とする生活保全林等の整備を進めます。
　森林所有者と事業実施者、市町村が本事業の実施に合意し、三者で協定を締結し事業者が間伐を実施する場合、県
は森林整備に係る費用等を助成しています。

【補助対象者】
　市町村、森林組合、生産森林組合、森林組合連合会、森林整備法人、林業事業体、特定非営利活動法人　等

【補助率】　
　10／ 10　（上限あり）

【水源涵養林等整備の事業内容】
　●除伐（５齢級以下の林分）
　　　不用木の除去、不良木の淘汰
　●間伐（12齢級以下の林分）
　　　不用木の除去、不良木の淘汰
　●更新伐（18齢級以下の林分）
　　　不用木の除去、不良木の淘汰、支障木やあばれ木等の伐倒
　●国土強靭化間伐
　　　（概ね10年間間伐履歴がない渓畔林で13齢級以上18齢級以下）
　　　不用木の除去、不良木の淘汰
　●関連条件整備

【生活保全林等整備の事業内容】　≪令和４年度：新規≫
　●不用木の除去
　　　不用木や不良木、支障木の除去や淘汰
　●修景等環境保全
　　　枯損木等の除去、枝葉の除去、下草刈り等の林床整備
　●森林業害虫の防除
　　　被害木の伐倒、薬剤処理、破砕、搬出運搬等
　●放置竹林の整備［管理がなされず過密な竹林］
　　　伐倒、林内整理（枝払い、集積）

【効果】
　間伐を実施した箇所について、モニタリング調査を実施した
結果、形状比（樹高÷胸高直径）の改善が見られたほか、下層
植生被覆率（地表から高さ50cm以下の植物が地面を覆ってい
る割合）が施業直後と比較して増加しており、地面には雨水に
より削られた跡も少ないことから、降雨による土砂の流出が防
止され、水源涵養機能も高まりつつあるものと考えられます。

【これからの取組み】
　清流の国ぎふ森林・環境基金事業の第３期（令和４年度～令
和８年度）には、10,500ha（2,100ha/年）を目標に、引き
続き環境保全林の間伐を推進します。

【林内の様子】

【樹冠の様子】

実施前 実施後

実施前 実施後

【圏域別実施面積】
（水源涵養林等整備）

平成24年度～令和３年度

岐阜
3,737ha

西濃
2,833ha

中濃
6,754ha

東濃
4,007ha

飛騨
3,785ha
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　　　　　　　　岐阜県恵那市大井町２７１６番地１９５

木造化
木の香る
ぎふの施設

112

施設の経緯
　当施設は一般の作業所に併設する福祉作業所として開設さ
れました。点在する建物で作業を行っていたため、施設利用
者に対する指導が行いづらく、安全確保の点で不安がありま
した。
　また、多機能型事業所となったことから施設利用者数が増
加し作業室が手狭になったことや様々な作業への対応が必要
なことから、施設を新築移転することになりました 。
　木造に適した建物規模であることから県産材を利用して施
設を建設することとしました。

　当施設は岐阜県福祉のまちづくり条例に基づく整備基準に
沿った施設となっており、バリアフリー化し、通路が広くなりま
した。同じ建物内で作業できるようになり、施設利用者への指
導も行いやすくなりました。
　また、食堂も広くなり、コロナ対策を考えて利用することが
できます。

　木材使用量のうち、８割以上に県産材を使用し建設しました。
優しい雰囲気の建物となり、職員も施設利用者も、落ち着いて作
業することができます。

えな・ふれあいの家

施設概要

事業主体 特定非営利活動法人ふれあいの家

事業年度 令和２年度

構造
延床面積

木造平屋
３８８㎡

施設用途 多機能型福祉サービス施設

助 成 額 6,001千円（木の香る快適な公共施設等整備事業）

木材使用量
使用樹種

67.06㎥（うち県産材使用量56.06㎥）
ヒノキ・スギ

協同組合東濃地域木材流通センター

87,637千円全体事業費

設 計 者

株式会社　柘植建設

令和２年９月４日～令和３年３月１日

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
特定非営利活動法人ふれあいの家
ＴＥＬ 0573－20－1530

ここに注目！！

利用者の様子

施 設 全 景

食　堂

作  業  室
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活かす知恵

と を森林 人

114

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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と
が

大
事
で
す
。
そ
こ
で
役
に
立
つ
の
がG
IS

で

す
。
地
形
を
３
Ｄ
で
見
な
が
ら
、
ど
の
あ
た

り
に
線
を
張
れ
ば
線
の
高
さ
を
確
保
で
き
る

の
か
、
集
材
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
に
す
る
の
か
、

検
討
し
ま
す
。

●
ス
マ
ホ
とG

N
S
S

で
線
下
踏
査

架
線
ル
ー
ト
を
計
画
し
た
後
は
、
架
線

が
通
る
ル
ー
ト
上
の
立
木
を
伐
採
す
る
先
行

伐
倒
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
木
が

架
線
の
ル
ー
ト
上
に
あ
る
の
か
特
定
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
が
、
従
来
は
コ
ン
パ
ス
で

測
量
し
た
り
、
赤
白
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
複
数

人
で
林
内
を
歩
き
回
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
、G

N
S
S

と
ス
マ
ホ
を
使
え
ば
、
自
分

図　QGISの3Dで架線計画

図　スマホで現在位置と架設位置を確認
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④
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

と
正
に
老
舗
牛
乳
屋
さ
ん
が
地
域
に
根
差
し
た

魅
力
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
店
に
は
、
物
販
ス
ペ
ー
ス
と
、
イ
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
物
販
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

牛
乳
や
な
め
ら
か
プ
リ
ン
・
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
等

の
他
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
カ
ッ
プ
等
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
概
要

○
事
業
名
：
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設

　

導
入
促
進
事
業

○
事
業
費
：
８
９
８
，
０
０
０
円

○
補
助
金
：
４
０
８
，
０
０
０
円

○
使
用
燃
料
：
揖
斐
地
域
で
製
造
さ
れ
た

　

ペ
レ
ッ
ト
（
年
間
９
６
０
㎏
使
用
）

○
品
名
：
ペ
レ
ス
タ
ー
Ｈ
Ｐ
Ｓ―

２
０
０
Ｓ

Ｑ
　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
導
入
さ
れ
た
最
大

の
理
由
は
？

Ａ　

古
民
家
を
改
装
し
た
カ
フ
ェ
の
た
め
暖
か

み
の
あ
る
炎
の
ス
ト
ー
ブ
を
探
し
て
い
た

時
、
知
り
合
い
が
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

　
　

導
入
し
た
た
め
、
視
察
し
て
気
に
入
っ
た

か
ら
で
す
。

Ｑ
　
オ
ー
ナ
ー
が
思
う
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ　

メ
リ
ッ
ト
は
、
兎
に
角
柔
ら
か
い
炎
に
癒

さ
れ
、
ず
っ
と
見
て
い
ら
れ
る
。

　
　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
火
力
が
若
干
弱
い
。
ま

た
本
体
が
重
く
、
動
か
せ
な
い
の
で
、
夏

は
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
飾
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
導
入
し
て
の
お
客

さ
ん
の
反
応
は
？

Ａ　

お
客
様
に
暖
か
み
の
あ
る
空
間
を
提
供
で

き
、
落
ち
着
く
雰
囲
気
の
た
め
、
ス
ト
ー

ブ
の
説
明
を
お
願
い
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

揖
斐
郡
池
田
町
に
あ
る
「
棚
橋
牧
場T

H
E

 
M

IL
K

 S
H

O
P

」（
乳
製
品
製
造
・
直
売
、
カ

フ
ェ
）
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
棚
橋
和
也
さ
ん
が
、

牛
乳
屋
さ
ん
に
は
珍
し
く
、
昨
年
度
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
導
入
さ
れ
た
の
で
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

株
式
会
社

　棚
橋
牧
場
の
概
要

　

棚
橋
牧
場
の
歴
史
は
百
年
以
上
前
の
明
治
に

遡
り
、
初
代
銀
八
が
乳
牛
を
飼
っ
た
所
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
以
降
、
牛
乳
の
処
理
、
瓶
詰
め
を

開
始
し
、
一
般
家
庭
向
け
に
牛
乳
の
宅
配
を
始

め
ま
し
た
。

　

現
在
、
牛
の
飼
育
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

明
治
か
ら
続
く
屋
号
を
守
り
、
三
月
ま
で
池
田

町
の
学
校
給
食
を
手
掛
け
て
お
り
、
四
月
以
降

は
、
一
般
家
庭
へ
の
宅
配
を
メ
イ
ン
に
、
牛
乳

の
製
造
と
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
製
法
（
80
℃

で
15
分
間
の
殺
菌
）
を
用
い
た
牛
乳
は
、
し
っ

か
り
し
た
甘
み
と
深
み
の
あ
る
コ
ク
が
特
徴
で

す
。

　
「
棚
橋
牧
場T

H
E

 M
IL

K
 S

H
O

P
」
は
、
棚

橋
牧
場
が
「
ミ
ル
ク
を
楽
し
く
、
ミ
ル
ク
で
笑

顔
に
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
２
０
１
４
年
に

立
ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド
で
、
２
０
１
６
年
５
月

に
、
工
場
に
隣
接
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
直
売

所
兼
カ
フ
ェ
は
、
古
民
家
を
改
装
し
た
建
物
で
、

一
見
牛
乳
屋
さ
ん
と
は
思
え
な
い
お
し
ゃ
れ
な

雰
囲
気
の
あ
る
お
店
で
す
。

　

こ
の
お
店
は
、
ミ
ル
ク
で
笑
顔
を
作
る
た
め

の
４
つ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
古
民
家
を
改
装
し
た
直
販
所

②
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
移
動
販
売

③
自
宅
ま
で
お
届
け
（
地
域
相
談
）

地域の人

木の癒される炎が決め手
　～ペレットストーブの導入～

棚橋 和也さん

株式会社　棚橋牧場

【
棚
橋
牧
場
の
お
問
合
せ
先
】

◇
棚
橋
牧
場T

H
E

 M
IL

K
 S

H
O

P

・
住
所
：
岐
阜
県
揖
斐
郡
池
田
町
池
野
４
７
０

・
電
話
：
０
５
８
５―

４
５―

２
１
５
５

【
記
事
：
揖
斐
農
林
事
務
所

　
　
　

  

林
業
普
及
指
導
員　

田
口　

均
】

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
0
5
8
5
ー
2
3
ー
1
1
1
1（
内
線
4
4
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

揖
斐
農
林
事
務
所
ま
で
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岐
阜
県
森
林
研
究
所
●
渡
邉 

仁
志

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

長
期
実
証
デ
ー
タ
か
ら
再
造
林
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　課
題
を
考
え
る

害
を
受
け
て
も
諦
め
ず
に
見
回
り
と
補
修
を

続
け
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
事
業
地
で
は

そ
の
た
め
の
コ
ス
ト
を
ど
う
す
る
か
が
課
題

で
、
現
場
に
あ
わ
せ
た
対
策
が
必
要
で
す
。

下
刈
り
省
略
の
影
響
は
ど
う
か
？

　

植
栽
後
五
年
間
の
下
刈
り
を
完
全
に
省
略

し
た
場
合
の
成
長
を
、
下
刈
り
を
し
た
場
合

と
比
較
し
ま
し
た
（
詳
し
く
は
本
誌
八
〇
五

号
で
報
告
）。
省
略
区
で
は
、
シ
ロ
モ
ジ
な
ど

の
低
木
性
種
が
衰
退
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
結
果
、
ヒ
ノ
キ
の
肥
大
成
長
は
抑
制
さ
れ
、

直
径
は
細
い
ま
ま
で
し
た
。
適
切
な
時
期
の

下
刈
り
が
、
や
は
り
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
、
現
地
の
状
況
（
雑
草
木
の
種

類
や
量
）
に
あ
わ
せ
た
下
刈
り
頻
度
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

• 

• 

•

　

本
試
験
地
の
実
証
デ
ー
タ
か
ら
、
確
実
な

再
造
林
に
向
け
て
、
苗
木
の
改
良
、
目
的
に

あ
わ
せ
た
植
栽
密
度
、
獣
害
対
策
、
適
切
な

下
刈
り
時
期
な
ど
の
課
題
が
抽
出
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
岐
阜
県
に
あ
わ
せ

た
再
造
林
技
術
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
開
発
し
て

い
ま
す
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

本
誌
や
当
所
の
成
果
発
表
会
（
※
）
な
ど
で
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

※
再
造
林
に
関
す
る
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
本
誌
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

主
伐
再
造
林
の
推
進
と
と
も
に
コ
ン
テ
ナ

苗
が
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
性
能
評
価
が

全
国
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
期
間

の
検
証
デ
ー
タ
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

郡
上
市
有
林
（
八
幡
町
）
の
実
証
試
験
地
は
、

郡
上
市
と
岐
阜
県
の
協
働
に
よ
り
、
他
所
に

先
駆
け
て
平
成
二
三
年
に
造
成
さ
れ
た
、
県

内
で
最
も
古
い
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
の
造

林
地
で
す
。
調
査
開
始
か
ら
十
一
年
が
経
ち
、

初
期
保
育
期
間
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
は
、
継
続
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
や
今
後
の
課
題
を
報
告
し
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
の
成
績
は
？

　

苗
木
の
活
着
率
は
、
通
常
密
度
区
の
コ
ン

テ
ナ
苗
（
図
の
○
）
で
81
％
、
同
裸
苗
（
同

△
）
で
96
％
で
し
た
。
こ
れ
が
は
じ
め
て
の

育
苗
で
、
品
質
が
ま
だ
安
定
し
て
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
十
一
年
生
時
の
平

均
樹
高
、
平
均
胸
高
直
径
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗

で
そ
れ
ぞ
れ
七
・
二
ｍ
と
一
〇
・
三
㎝
、
裸
苗

で
七
・
〇
ｍ
と
九
・
四
㎝
で
し
た
（
図
の
○
と

△
）。
い
ず
れ
も
前
者
の
方
が
大
き
く
、
コ
ン

テ
ナ
苗
も
し
っ
か
り
成
林
す
る
こ
と
、
裸
苗

と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
現
在
は
、
品
質
が
安
定
し
、
植

栽
後
の
成
長
が
よ
り
早
い
育
苗
条
件
を
探
索

し
て
い
ま
す
（
本
誌
八
一
四
号
な
ど
を
参
照
）。

植
栽
密
度
の
影
響
は
あ
っ
た
か
？

　

通
常
密
度
（
三
〇
〇
〇
本
／
㏊
）
区
と
低

密
度
（
一
〇
〇
〇
本
／
㏊
）
区
の
成
長
を
比

較
す
る
と
（
図
の
○
と
●
）、
樹
高
成
長
に
は

違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
の
ａ
）。
し

か
し
、
低
密
度
区
で
は
一
本
あ
た
り
の
樹
冠

面
積
が
拡
大
し
、
肥
大
成
長
が
促
進
さ
れ
た

た
め
（
図
の
ｂ
）、
単
木
材
積
が
大
き
く
な
っ

た
半
面
、
林
分
全
体
の
材
積
は
本
数
相
応
に

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
材
積
を
重
視
す
る
な

ら
ば
、
植
栽
本
数
を
再
考
し
た
方
が
よ
い
し
、

質
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
材
質
や
強
度
に

及
ぼ
す
影
響
の
長
期
的
な
検
証
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

  

ま
た
、
九
年
生
時
に
お
い
て
、
通
常
密
度
区

で
は
林
冠
の
閉
鎖
後
二
～
三
年
が
経
っ
て
い

ま
し
た
が
、
低
密
度
区
で
は
、
本
数
が
少
な

い
た
め
樹
冠
面
積
の
合
計
が
小
さ
く
、
閉
鎖

し
た
ば
か
り
の
よ
う
で
し
た
（
図
の
ｃ
）。
林

冠
閉
鎖
の
遅
れ
は
、
下
刈
り
期
間
が
延
び
る

以
外
に
も
、
地
面
の
露
出
期
間
が
長
く
な
る

た
め
林
地
保
全
上
の
観
点
か
ら
も
問
題
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
他
の
造
林
地
で
も

林
冠
の
閉
鎖
時
期
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集

し
て
い
ま
す
。

食
害
の
影
響
は
み
ら
れ
た
か
？

　

試
験
地
の
防
獣
柵
は
倒
木
な
ど
に
よ
り
何

度
も
破
損
し
ま
し
た
。
二
年
生
時
に
は
、
約

半
数
の
調
査
木
の
梢
端
が
シ
カ
に
食
べ
ら
れ

ま
し
た
。
壊
れ
た
箇
所
は
す
ぐ
に
修
理
し
ま

し
た
が
、
シ
カ
の
生
息
密
度
が
高
い
た
め
、

わ
ず
か
な
期
間
に
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
多
く
の
被
害
木
は
新
し
く
芯

が
立
っ
て
回
復
し
、
健
全
木
と
樹
高
や
樹
形

の
差
は
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

食
べ
ら
れ
た
回
数
が
少
な
け
れ
ば
、
そ
の
影

響
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
被 図　実証試験地の樹高 (a)、直径 (b)、および樹冠面積の合計 (c) の推移

△▲

0 2 4 6 8 100 2 4 6 8 10

△裸苗（通常密度）区 ●○コンテナ苗（通常密度）区 ●コンテナ苗（低密度）区

8

7

6

3

5

4

2

1

0

(a)
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0
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↑
閉鎖
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ま
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冠
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
4
―
7
3
―
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　西
濃
農
林
事
務
所
ま
で

　
木
材
生
産
や
森
林
整
備
に
お
い
て
、
作

業
道
な
ど
の
森
林
路
網
は
重
要
な
基
盤
で

す
。
森
林
路
網
の
配
置
や
線
形
計
画
は
、

そ
の
後
の
効
率
的
な
木
材
生
産
や
適
切
な

森
林
管
理
に
繋
が
る
重
要
な
工
程
で
す

が
、
壊
れ
に
く
く
素
材
生
産
に
適
し
、
か

つ
開
設
コ
ス
ト
も
抑
え
た
線
形
を
計
画
す

る
の
は
、
地
形
を
読
み
取
る
技
術
と
経
験

が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
現
地
で
の
踏
査
・

確
認
は
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
す
る
作

業
で
す
。

　
県
は
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
の
一
環
と
し

て
、
路
網
設
計
の
効
率
化
と
誰
も
が
一
定

の
水
準
で
の
路
網
設
計
が
可
能
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、「
路
網
設
計
支
援
ソ
フ
ト

（
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）」（
以
下
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）
を
森
林
整

備
課
（
現
森
林
経
営
課
）、
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
、
及
び
森
林
研
究
所
に
導
入
し

ま
し
た
。

　「
Ｆ
Ｒ
Ｄ
」
は
、
地
形
や
資
源
情
報
に

基
づ
い
た
適
切
な
路
網
配
置
案
を
誰
で
も

一
定
の
水
準
で
作
成
で
き
る
「
路
網
設
計

支
援
ソ
フ
ト
」で
す
。
今
回
導
入
し
た「
Ｆ

Ｒ
Ｄ
」
は
、
路
線
検
討
な
ど
の
た
め
に
使

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は

「
Ｆ
Ｒ
Ｄ
」
の
操
作
活
用
研
修
会
を
５
月

11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
地

形
、
森
林
簿
、
既
設
路
網
な
ど
解
析
の
基

と
な
る
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
か
ら
、
解
析

対
象
区
域
の
設
定
、
開
設
計
画
す
る
作
業

道
規
格
の
設
定
、
設
計
ま
で
の
全
工
程
に

つ
い
て
、
参
加
者
全
員
に
ソ
フ
ト
を
操
作

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
関
心
は
高
く
、

「
設
定
値
と
設
計
結
果
へ
の
影
響
」
や
「
設

計
結
果
の
出
力
形
式
」
な
ど
多
く
の
質
問

が
あ
り
、
時
間
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
で

し
た
。
研
修
翌
日
に
は
、
検
討
中
の
路
線

の
設
計
を
行
う
た
め
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と

の
問
合
せ
も
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　「
Ｆ
Ｒ
Ｄ
」
で
の
路
網
設
計
に
必
要
な

詳
細
な
標
高
と
既
設
路
網
の
デ
ー
タ
は
、

森
林
研
究
所
で
作
成
済
み
で
す
。Ｆ
Ｒ
Ｄ

に
限
ら
ず
、
森
林
管
理
な
ど
で
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
が
必
要
な
方
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

路
網
設
計
支
援
ソ
フ
ト
操
作
活
用
研
修
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

令和の時代に、新たな「今須の林業」が芽吹く！
～現役世代有志たちの取組が始まる～
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を
得
て
、
令
和
３
年
10
月
、
同
館
で
ギ
ャ

ラ
リ
ー
企
画
展「
関
ケ
原
町
展
～
キ
セ
キ

の
木
目『
今
須
杉
』」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
展
で
は
、
旧
今
須
小
中
学
校
の
中
学

３
年
生
が
社
会
科
で
製
作
・
販
売
し
た
作

品
や
メ
ン
バ
ー
が
育
て
て
い
る
今
須
ス
ギ

の
苗
木
、
今
須
林
業
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

等
を
展
示
し
、
今
須
杉
を
通
じ
て
地
域
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
育
ん
で
き
た
、

ぎ
ふ
木
育
に
も
共
通
す
る
取
組
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
企
画
展
の
開
催
状
況
は
、
関
ケ

原
町
も
カ
バ
ー
す
る
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
メ
ン
バ
ー
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
と
も
に
生
放
送
さ
れ
ま

し
た
。

 　

次
の
世
代
に
森
林
づ
く
り
を

　 

つ
な
げ
る
！
　

　 

～「
今
須
ス
ギ
」の
苗
木
を
植
え
る
～

　

今
須
で
は
、
古
く
か
ら
地
域
内
に
自
生

す
る
優
れ
た
形
質
の
今
須
ス
ギ
や
今
須
ヒ

ノ
キ
の
母
樹
か
ら
種
子
を
採
取
し
、
実
生

育
苗
に
よ
り
４
年
生
の
70
～
90
セ
ン
チ
の

に
根
付
い
た
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
後
、
現
在
ま
で
、

特
に「
今
須
杉
」の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
須
の
よ
う
な
特
色
あ

る
森
林
づ
く
り
の
事
例
に
つ
い
て
学
ぶ
た

め
、
令
和
３
年
12
月
、
郡
上
市
白
鳥
町
に

約
50
㏊
の
森
林
を
管
理
す
る
和
田
光
雄
さ

ん
と
県
白
鳥
林
木
育
種
場
を
一
緒
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

 

　

和
田
さ
ん
は
、
全
国
各
地
か
ら
雪
に
強

く
、
ま
た
通
直
完
満
な
ス
ギ
の
優
良
品
種

を
選
別
し
、
自
ら
育
て
た
お
よ
そ
20
種
の

挿
し
木
苗
を
植
栽
し
て
造
り
上
げ
た
美
林

を
前
に
、「
何
事
も
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大

切
だ
」と
森
林
づ
く
り
に
か
け
る
そ
の
信

念
を
熱
く
、
ま
た
と
て
も
丁
寧
に
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
白
鳥
林
木
育
種
場
で
は
、
林

木
育
種
の
重
要
性
か
ら
、
当
場
で
育
成
し

て
い
る
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
ま
で
、「
育
種
の

い
ろ
は
」を
教
わ
り
ま
し
た
。

今
須
の
こ
と
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

　 

も
ら
う
！

　

ぎ
ふ
木
遊
館
及
び
関
ケ
原
町
の
協
力 ▲【写真１】 和田光雄さんの森林にて

▲【写真２】 「ぎふ木遊館」の企画展で
「今須杉」をＰＲ

　

関
ケ
原
町
今
須
地
域
で
は
、
幕
末
以
降
、

林
業
と
製
材
業
が
一
体
と
な
り
、
地
域
内

で「
伐
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
て
、
使
う
」

の
、
正
に
令
和
の
現
代
に
求
め
ら
れ
て
い

る「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」が
単
木
択
伐

林
施
業
に
よ
り
長
き
に
渡
り
実
践
さ
れ
、

そ
れ
ら
は「
今
須
林
業
・
今
須
杉
」と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
や
生
活
様
式
の
変
化
と

と
も
に
、
社
会
・
消
費
者
等
の
木
材
へ
の

ニ
ー
ズ
も
変
わ
り
、
ま
た
、
過
疎
化
の
進

行
等
も
重
な
っ
て
、
多
く
の
手
間
と
時
間

を
必
要
と
す
る
単
木
択
伐
林
施
業
は
、
少

な
く
と
も
こ
こ
数
十
年
は
、
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
世

代
交
代
も
進
み
、
関
係
者
等
も
山
へ
の
足

が
遠
の
き
、
先
人
た
ち
が
手
塩
に
か
け
て

育
成
し
て
き
た
そ
う
し
た
森
林
も
、
そ
の

森
林
を
活
か
し
続
け
る
技
術
の
継
承
等
も

途
切
れ
る
一
歩
手
前
、
限
界
に
来
て
い
ま

す
。

　

そ
う
し
た
中
、
地
元
・
今
須
の
有
志
の

方
々
が「
何
と
か
し
た
い
」と
の
思
い
か

ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
行
動
を
始
め
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。一か

ら
、
森
林
づ
く
り
を
学
ぶ
！

　

平
成
28
年
９
月
。
地
元
・
今
須
の
有
志

５
名
の
方
々
で
構
成
す
る「『im

asu

』プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
、
製
材
業
が
主
体
で
今
須
独
特

の
方
法（「
写
真
４
」参
照
）で
素
材
生
産
も

行
う
方
、
製
材
業
、
建
築
業
な
ど
、
地
元
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
4
―
7
3
―
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　西
濃
農
林
事
務
所
ま
で

　
木
材
生
産
や
森
林
整
備
に
お
い
て
、
作

業
道
な
ど
の
森
林
路
網
は
重
要
な
基
盤
で

す
。
森
林
路
網
の
配
置
や
線
形
計
画
は
、

そ
の
後
の
効
率
的
な
木
材
生
産
や
適
切
な

森
林
管
理
に
繋
が
る
重
要
な
工
程
で
す

が
、
壊
れ
に
く
く
素
材
生
産
に
適
し
、
か

つ
開
設
コ
ス
ト
も
抑
え
た
線
形
を
計
画
す

る
の
は
、
地
形
を
読
み
取
る
技
術
と
経
験

が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
現
地
で
の
踏
査
・

確
認
は
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
す
る
作

業
で
す
。

　
県
は
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
の
一
環
と
し

て
、
路
網
設
計
の
効
率
化
と
誰
も
が
一
定

の
水
準
で
の
路
網
設
計
が
可
能
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、「
路
網
設
計
支
援
ソ
フ
ト

（
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）」（
以
下
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）
を
森
林
整

備
課
（
現
森
林
経
営
課
）、
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
、
及
び
森
林
研
究
所
に
導
入
し

ま
し
た
。

　「
Ｆ
Ｒ
Ｄ
」
は
、
地
形
や
資
源
情
報
に

基
づ
い
た
適
切
な
路
網
配
置
案
を
誰
で
も

一
定
の
水
準
で
作
成
で
き
る
「
路
網
設
計

支
援
ソ
フ
ト
」で
す
。
今
回
導
入
し
た「
Ｆ

Ｒ
Ｄ
」
は
、
路
線
検
討
な
ど
の
た
め
に
使

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は

「
Ｆ
Ｒ
Ｄ
」
の
操
作
活
用
研
修
会
を
５
月

11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
地

形
、
森
林
簿
、
既
設
路
網
な
ど
解
析
の
基

と
な
る
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
か
ら
、
解
析

対
象
区
域
の
設
定
、
開
設
計
画
す
る
作
業

道
規
格
の
設
定
、
設
計
ま
で
の
全
工
程
に

つ
い
て
、
参
加
者
全
員
に
ソ
フ
ト
を
操
作

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
関
心
は
高
く
、

「
設
定
値
と
設
計
結
果
へ
の
影
響
」
や
「
設

計
結
果
の
出
力
形
式
」
な
ど
多
く
の
質
問

が
あ
り
、
時
間
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
で

し
た
。
研
修
翌
日
に
は
、
検
討
中
の
路
線

の
設
計
を
行
う
た
め
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と

の
問
合
せ
も
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　「
Ｆ
Ｒ
Ｄ
」
で
の
路
網
設
計
に
必
要
な

詳
細
な
標
高
と
既
設
路
網
の
デ
ー
タ
は
、

森
林
研
究
所
で
作
成
済
み
で
す
。Ｆ
Ｒ
Ｄ

に
限
ら
ず
、
森
林
管
理
な
ど
で
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
が
必
要
な
方
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

路
網
設
計
支
援
ソ
フ
ト
操
作
活
用
研
修
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

令和の時代に、新たな「今須の林業」が芽吹く！
～現役世代有志たちの取組が始まる～
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▲【写真４】今須独特の搬出車両
  （ウインチ併用改造レッカー車）

最
後
に

　
「
今
須
林
業
」は
、
高
度
な
単
木
択
伐
技

術
と
と
も
に
、
特
に「
し
ゅ
も
く（
一
般
名

「
ぶ
り
縄
」）」を
使
い
最
終
的
に
は
樹
高
の

２
／
３
程
度（
17
ｍ
前
後
）ま
で
打
ち
上
げ

る
卓
越
し
た「
枝
打
ち
技
術
」に
よ
り
、
成

り
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
そ

う
し
た
高
所
で
の
作
業
な
ど
危
険
を
伴
う

作
業
で
は
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
作
業
方

法
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
今

後
は
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
作
業
方
法
の

習
得
な
ど
に
よ
り
、
今
須
独
特
の
単
木
択

伐
林
施
業
技
術
の
真
髄
の
継
承
支
援
を
通

じ
て
、
令
和
の「
今
須
の
林
業
」の
実
現
を

目
指
し
、
メ
ン
バ
ー
と
植
え
た
苗
木
の
成

長
と
と
も
に
年
輪
を
一
緒
に
刻
ん
で
行
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

大
苗
が
植
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
令
和
４
年
５
月
、
メ
ン

バ
ー
が
５
年
前
に
伐
採
し
た
今
須
ス
ギ
か

ら
採
種
し
、
育
成
し
て
き
た
実
生
苗
木
約

20
本
を
今
須
地
内
の
森
林
に
一
緒
に
植
え

ま
し
た
。

　

今
須
で
は
、
立
木
を
１
本
伐
れ
ば
、
そ

の
切
株
の
周
囲
に
２
～
３
本
の
苗
木
が
植

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
倣
い
、
切
株
や

雪
害
に
よ
り
根
返
り
し
た
株
の
周
囲
を
中

心
に
植
え
ま
し
た
。
作
業
を
終
え
た
メ
ン

バ
ー
は
、「
５
年
間
、
苗
木
を
何
と
か
育
て

て
こ
ら
れ
た
の
が
、
よ
う
や
く
実
を
結
ん

だ
。
で
も
、
こ
の
苗
木
が「
今
須
ス
ギ
」と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
迄
に
は
、
こ
れ
か

ら
１
０
０
年
は
か
か
る
。
だ
け
ど
、
今
日

の
植
栽
が
私
た
ち
世
代
に
お
け
る
本
当
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
よ
う
や
く
自
分
た
ち

に
と
っ
て『
植
え
て
、
育
て
る
作
業
』に
胸

を
張
っ
て
携
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
始
ま

り
の
日
だ
。」と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
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国
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多
様
な
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
た

針
広
混
交
林
造
成
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コラム
昨年度まで「国有林の現場から」の担当をしていましたが、コロナ禍

のためイベントや会議が中止になり、原稿を作成するのに苦労しまし
た。そこで、土日に国有林を回ってネタを集めることにしました。山登り
ばかりで同行した家族には少しハードでしたが、様々な経験ができまし

た。山頂からの雄大な景色に感動したり、森林鉄道や巨木にも触れることができ、休日を
満喫しました。

４月から環境生活政策課自然公園係の配属になり、慣れない仕事に悪戦苦闘していま
す。これからは、仕事以外でも県内の国立公園・国定公園・県立自然公園に行き、ストレス
解消を図りたいと思います。

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（204）
●山のおじゃまむし（373）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（115）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（113）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他
　　　　　　　　　　　　　　　「森林のたより」編集委員　安達 孝博

緑化功労者表彰状、緑の募金感謝状をお贈りしました

　６月６日（月）に開催した公益社団法人岐阜県緑化推進委員会第１１回定時総会の席上で、平岩正光会長（県議会議長）
から次の方 に々表彰状並びに感謝状をお贈りしました。（敬称略）
　緑化功労者会長表彰の皆様は、令和３年度に市町村長から推薦のあった方 で々、緑の募金感謝状の皆様は、令和３年
１月から１２月までに１０万円以上寄附された方 で々す。
　表彰を受けられた皆様には、これからも地域の森林づくりや緑化活動に益 ご々活躍されますとともに、緑の募金にご協力
をよろしくお願いいたします。

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑 隆司】

髙橋　利見 （岐阜市）

岩尾　誠 （郡上市）

仲谷　豊樹 （郡上市）

栗本　重秋 （東白川村）

栗谷本征二 （中津川市）

細江　忠光 （下呂市）

マックスバリュ東海株式会社 （静岡県浜松市）
イオンビッグ株式会社 （名古屋市）
イオンリテール株式会社東海カンパニー （名古屋市）
株式会社平和堂 （滋賀県彦根市）
ダイドードリンコ株式会社 （大阪市）
株式会社小林三之助商店 （岐阜市）
中部事務機株式会社 （岐阜市）
岐阜トヨペット株式会社 （羽島郡岐南町）
株式会社大垣共立銀行 （大垣市）
株式会社河合寿司 （大垣市）
西濃緑化推進協議会 （大垣市）

令和３年度緑化功労者
岐阜県緑化推進委員会会長表彰

緑の募金感謝状

の
か
検
討
し
ま
し
た
。

生
存
本
数
は
図
１
の
と
お
り
で
、
ス
ギ
の
本

数
は
ほ
と
ん
ど
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
広
葉

樹
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

平
均
樹
高
は
図
２
の
と
お
り
で
、
混
交
林
区

で
は
、
ス
ギ
が
広
葉
樹
を
上
回
り
、
無
処
理
区

で
は
、
広
葉
樹
が
ス
ギ
を
上
回
っ
て
成
長
し
て

い
ま
す
。
谷
筋
で
あ
る
混
交
林
区
と
斜
面
で
あ

る
無
処
理
区
の
土
壌
条
件
の
違
い
が
成
長
に
影

響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

前
号
に
続
い
て「
令
和
三
年
度
中
部
森
林
技

術
交
流
発
表
会
」で
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

が
発
表
し
た
、
広
葉
樹
導
入
に
よ
る
針
広
混
交

林
化
の
適
切
な
施
業
方
法
の
考
察
に
つ
い
て
概

要
を
掲
載
し
ま
す
。

●
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
に
設
定
さ
れ
た
針
広
混
交
林
造
成

試
験
地
に
つ
い
て
、
蓄
積
さ
れ
た
調
査
デ
ー
タ

や
終
了
し
た
試
験
地
の
そ
の
後
の
状
況
を
再
調

査
し
、
針
広
混
交
林
化
の
適
切
な
施
業
方
法
を

考
察
し
ま
し
た
。

①
ス
ギ
人
工
林
の
広
葉
樹
混
交
育
成
法
試
験
地

Ｓ
57
年
植
栽（
3
1
0
0
本
／
㏊
）の
ス
ギ
人

工
林
で
、
試
験
地
と
し
て
、
Ｓ
62
年
に
ス
ギ
、

広
葉
樹
を
残
し
刈
払
を
、Ｈ
７
年
に
除
伐（
２
類
）

を
実
施
し
、
ス
ギ
、
広
葉
樹
と
も
に
成
長
促
進

を
図
っ
た
混
交
林
区
、
Ｓ
62
年
以
降
保
育
作
業

を
行
っ
て
い
な
い
無
処
理
区
、
一
般
的
な
施
業

で
ス
ギ
を
育
成
し
た
人
工
林
区
の
３
か
所
を
設

定
。
Ｈ
11
年
に
調
査
を
終
了
し
、
Ｈ
27
年
に
は

全
区
域
で
除
伐（
２
類
）を
実
施
。

今
回
は
、
混
交
林
区
、
無
処
理
区
に
つ
い
て
、

現
在
の
立
木
及
び
Ｈ
27
年
に
除
伐（
２
類
）に
よ

り
伐
採
さ
れ
た
ス
ギ
、
広
葉
樹
の
伐
根
等
を
調

査
し
、
樹
高
曲
線
等
を
用
い
て
除
伐
前
の
林
分

状
況
を
推
定
、
ど
の
よ
う
に
林
況
が
変
化
し
た

に
間
伐
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
ヒ
ノ
キ
壮
齢
人
工
林
内
の
侵
入
広
葉
樹

Ｓ
９
年
植
栽（
5
0
0
0
本
／
㏊
）の
ヒ
ノ
キ

壮
齢
人
工
林
、
調
査
地（
10
ｍ
×
10
ｍ
）で
の
調

査
結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

こ
こ
は
ケ
ヤ
キ
最
適
地
で
、
Ｓ
45
年
頃
の
ヒ

ノ
キ
の
伐
採
に
よ
り
再
度
ケ
ヤ
キ
が
侵
入
し
、

二
段
林
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ケ
ヤ
キ
が
最
上
層
、
次
に
ヒ
ノ
キ
上
層
木
、
下

層
は
ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
が
競
合
し
て
い
る
状
態

で
す
。

侵
入
広
葉
樹
は
ケ
ヤ
キ
の
み
で
す
が
、
ほ
ぼ

理
想
的
な
木
材
生
産
を
目
指
す
針
広
混
交
林
が

形
成
さ
れ
た
林
分
で
あ
り
、
適
地
の
場
合
は
容

易
に
広
葉
樹
が
侵
入
し
針
広
混
交
林
が
形
成
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
お
わ
り
に

侵
入
広
葉
樹
を
活
用
し
木
材
生
産
機
能
を
持

つ
針
広
混
交
林
を
造
成
す
る
た
め
に
は
、
早
い

段
階
か
ら
林
内
の
光
環
境
改
善
の
た
め
、
造
林

木
、
広
葉
樹
の
本
数
調
整
等
、
造
林
木
も
含
め

た
保
育
作
業
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
中
で
、

樹
高
８
～
10
ｍ
程
度
で
広
葉
樹
の
立
て
木
を
選

抜
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
選

木
に
は
林
地
条
件
を
勘
案
し
た
樹
種
選
定
が
重

要
で
す
。

（
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
）

②	

単
層
林
へ
の
侵
入
広
葉
樹
を
活
用
し
た
針
広

混
交
林
造
成
試
験
地

Ｈ
９
年
植
栽（
3
0
0
0
本
／
㏊
）の
ヒ
ノ
キ

人
工
林
で
、
植
栽
列
の
２
列
４
ｍ
及
び
１
列
２

ｍ
の
除
伐
を
省
略
し
、
２
列
除
伐
省
略
区
は
２

残
２
伐
、
２
残
４
伐
、
２
残
６
伐
、
１
列
除
伐

省
略
区
は
１
残
２
伐
、
１
残
４
伐
、
１
残
６
伐

と
除
伐
省
略
割
合
を
変
え
て
、
成
長
量
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

除
伐
を
省
略
し
た
幅
が
広
い
プ
ロ
ッ
ト
の
侵

入
広
葉
樹
は
、
樹
種
数
も
多
く
樹
高
成
長
も
よ

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、省
略
幅
が
１
列
の
プ
ロ
ッ

ト
で
は
ヒ
ノ
キ
が
広
葉
樹
の
樹
高
を
上
回
り
、

ヒ
ノ
キ
と
同
程
度
あ
る
い
は
抜
け
出
し
た
個
体

の
み
が
今
後
も
成
長
を
続
け
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

③
ヒ
ノ
キ
二
代
目
造
林
実
験
地

一
代
目
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
皆
伐
後
、
Ｓ
41
年

に
ヒ
ノ
キ
と
ハ
ン
ノ
キ
類
各
4
5
0
0
本
／
㏊

を
縦
・
横
の
筋
状
に
混
植
し
た
造
林
地
で
す
。

植
栽
時
か
ら
ハ
ン
ノ
キ
造
林
地
に
は
広
葉
樹
が

徐
々
に
侵
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
Ｈ
13
年
で

は
筋
状
の
針
広
混
交
林（
写
真
１
）を
形
成
し
て

い
ま
す
。

横
列
区（
幅
６
ｍ
）の
方
が
縦
列
区（
幅
４
ｍ
）

に
比
べ
て
侵
入
広
葉
樹
の
本
数
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
区
域
幅
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
樹
高
は
ど

ち
ら
も
ヒ
ノ
キ
と
同

程
度
の
個
体
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、

枝
下
高
が
高
く
下
層

植
生
も
乏
し
く
、
今

後
は
樹
冠
を
広
げ
肥

大
成
長
促
進
の
た
め

0.93
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(175/ha)
(125/ha)

本数調整伐

図１

図２

H13

写真１

表１

ヒノキ：900本/ha
　上層木：400本/ha,
　　DBH：31cm, H:22m
　下層木：500本/ha,
　　DBH：19cm, H:14m

ケヤキ：400本/ha
　上層木：200本/ha, 
　　DBH：38cm, H:26m
　下層木：200本/ha,
　　DBH：26cm, H:16m
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コラム
昨年度まで「国有林の現場から」の担当をしていましたが、コロナ禍

のためイベントや会議が中止になり、原稿を作成するのに苦労しまし
た。そこで、土日に国有林を回ってネタを集めることにしました。山登り
ばかりで同行した家族には少しハードでしたが、様々な経験ができまし

た。山頂からの雄大な景色に感動したり、森林鉄道や巨木にも触れることができ、休日を
満喫しました。

４月から環境生活政策課自然公園係の配属になり、慣れない仕事に悪戦苦闘していま
す。これからは、仕事以外でも県内の国立公園・国定公園・県立自然公園に行き、ストレス
解消を図りたいと思います。

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（204）
●山のおじゃまむし（373）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（115）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（113）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他
　　　　　　　　　　　　　　　「森林のたより」編集委員　安達 孝博

緑化功労者表彰状、緑の募金感謝状をお贈りしました

　６月６日（月）に開催した公益社団法人岐阜県緑化推進委員会第１１回定時総会の席上で、平岩正光会長（県議会議長）
から次の方 に々表彰状並びに感謝状をお贈りしました。（敬称略）
　緑化功労者会長表彰の皆様は、令和３年度に市町村長から推薦のあった方 で々、緑の募金感謝状の皆様は、令和３年
１月から１２月までに１０万円以上寄附された方 で々す。
　表彰を受けられた皆様には、これからも地域の森林づくりや緑化活動に益 ご々活躍されますとともに、緑の募金にご協力
をよろしくお願いいたします。

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑 隆司】

髙橋　利見 （岐阜市）

岩尾　誠 （郡上市）

仲谷　豊樹 （郡上市）

栗本　重秋 （東白川村）

栗谷本征二 （中津川市）

細江　忠光 （下呂市）

マックスバリュ東海株式会社 （静岡県浜松市）
イオンビッグ株式会社 （名古屋市）
イオンリテール株式会社東海カンパニー （名古屋市）
株式会社平和堂 （滋賀県彦根市）
ダイドードリンコ株式会社 （大阪市）
株式会社小林三之助商店 （岐阜市）
中部事務機株式会社 （岐阜市）
岐阜トヨペット株式会社 （羽島郡岐南町）
株式会社大垣共立銀行 （大垣市）
株式会社河合寿司 （大垣市）
西濃緑化推進協議会 （大垣市）

令和３年度緑化功労者
岐阜県緑化推進委員会会長表彰

緑の募金感謝状

森林・林業関係イベントカレンダー（7～9月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

7月5日㈫～
7月8日㈮

フォークリフト
運転技能講習

●講習時間：１日目　学科　8:45~17:05
　　　　　　　　　　学科試験　17:10~18:10
　　　　　2~4日目　実技・試験　8:00~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

（学科）　
伊自良中央公民館（山県市大門 912-1）

（実技）
ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月5日㈪～
9月7日㈬

伐木等の業務
（チェーンソー）に
係る特別教育

●講習時間　5日　学科    9:20~17:30
　　　　　　6日　学･実  8:50~12:00
　　　　　　7日　実技    8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

5 日（学科）6 日（学 ･ 実） 
下呂交流会館（下呂市森 2270-3）
7 日（実技）
下呂総合木材市売（下呂市乗政 122-2）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月8日㈭ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　  9:20~15:40
　　　　　　実技　15:50~16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

下呂交流会館（下呂市森 2270-3）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

受講資格 
自動車普通運転
免許所持者
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市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（5月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）
ポール

432
378

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（5月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm） m3当り

価　格

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

100,000

100,000

130,000

120,000

175,000

167,000

163,000

→

→

→

→
→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
上1等
特等
上1等
国産５層

国産５層

　全体的に、スギ、ヒノキ並材は、応札旺盛。スギ４ｍ元木中目、尺上良材
は、価格保合。40cm上元木も強含み。スギ並材３ｍ・４ｍ併せて需要高、価
格は保合。スギ ラミナ向け3ｍ・4ｍ材は保合であるが引き合いは強い。ヒノ
キ柱材、土台向けの４ｍは継続して弱含みであるが価格は保合。合板向け
はスギ、ヒノキ継続して需要高。製紙向けパルプ材、発電向け未利用材と
もに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　製材用丸太は荷傷みが敬遠される時期になり、先安観も出てきたが、合
板丸太は引き合いが強く全体の相場を引き上げている。なかでもカラマツ
の引き合いが強い。梅雨シーズンに入ると、原木の材質の悪化、センコウム
シなど害虫発生時期ですので、速やかな出材をお願いします。（飛騨）

　スギ、ヒノキ高齢級良材は、伐り旬も終わり需要は一服。人工乾燥機を備
えた大型工場、合板工場等は引き続き引き合いは強い。ヒノキ柱、土台向
けは、４ｍにやや弱含み感はあるものの価格は保合。ヒノキ中目材は、需要
先在庫も潤沢で虫害懸念も相まって様子見。弱含みで価格推移。スギ3ｍ
柱取り丸太は、出材量も少なく継続して強含み。スギ4ｍ中目尺上構造材
向けも、安定した需要に支えられ強含み保合で推移。スギ4ｍ元木良材は、
価格保合で推移したが樹皮がはがれたものは売りづらい。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

尺貫法に基づく体積の検量単位。1石＝10尺×1尺×1尺（3.03㍍×30.3㌢×
30.3㌢）＝0.278㎥。1㎥は約3.6石。丸太等の検量方法は素材のJASに基づ
く方法が一般的だが、米材丸太等で末口最長径と最短径の平均の二乗に長
さを掛ける平石検量方法もある。

石（こく）

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1794回

6月14日

6月8日

6月9日

岐
阜
共
販
所

第1377回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－

－

－

－

21,600

－

－

－

－

－

55,000

－

－

－

25,600

－

－

－

48,000

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

46,000

－

－

63,000

－

－

－

17,200

16,000

17,700

17,300

15,800

－

29,700

26,000

28,700

23,500

23,200

－

17,000

17,000

16,000

30,700

29,000

23,500

23,200

36,000

13,000

14,000

18,000

15,000

17,000

17,000

14,500

29,500

22,500

27,000

10,000

23,500

27,000

36,000

－

10,000

第1709回

東
濃
共
販
所

木材市場

486
468前後

3,308

945

5,733

5,184

15,120

5,500

7,000

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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